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附帯意見（案）  

 

 病院の配置は，診療圏（患者がどこから来ているのか），市内での医療機関

の配置，医師の招聘など，病院の運営と密接に関わる事項である。  

 そのため，市立柏病院の配置については，諮問事項である「市立柏病院

のあり方」の対象外ではあるが，「市立柏病院のあり方」の議論を深める

ために必要な事項として，柏市健康福祉審議会市立病院事業検討専門分科

会において，併せて審議を行った。  

 審議の結果，市立柏病院の配置について，次のとおり意見を付すもので

ある。  

１ 柏の葉地区候補地   

  柏市は，平成２８年１２月に，公共施設用地として柏の葉地区候補地

の取得を行わないことを決定した。なお，柏市立柏病院中期構想では，

２４時間３６５日の小児二次救急医療を大きな役割として掲げており，

当時，柏市が小児科医招聘の観点から，柏の葉地区候補地への移転を選

択したことは，一つの考えとして理解できるものである。  

２ 新病院の配置  

  市立柏病院の配置は，医療機関の分布の観点から，現在地を前提とし

て検討するべきである。 

  柏市北東部にある現在地周辺には診療所が少なく，二次医療機関は市

立柏病院のみである。柏市内における医療施設の配置バランスや，現在

地周辺における医療機能の継続の観点，災害時に国道６号と国道１６号

により市内が分断された場合における災害医療提供の観点から，現在地

周辺に二次医療機関を配置することが望ましい。そして，現在地周辺に

は他に適切な候補地がないためである。  

３ 現在地建替えの留意事項  

  現在地で市立柏病院の建替えをする場合，病床利用率及び小児科の入

院体制について目標の達成が必要であることに十分留意されたい。  

  そして，現在地は，敷地は広いものの，まとまった空地が少ないとい

う建築上の課題があり，今後さらなる検討が必要である。加えて，工期

が長いと患者離れを起こすおそれがあることや，建設費の額は指定管理

者が負担する減価償却費等に影響することから，病院経営の面からも，

建設費の縮減や工期等について十分な検討をされたい。  



 

附帯意見（案）（資料編）  

 

 

【病院配置と人口分布】  

  柏市の将来人口分布（Ｈ３７）と病院配置をみると，人口密集地域には，既に多

くの病院や診療所が配置されていることが分かります。また，市立柏病院は，人口

密度が中程度で，病院が少ない柏市北東部をカバーしていることがわかります。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【市立柏病院利用者の住所地】  

 市立柏病院を利用する患者の住所地の傾向をみると，入院・外来ともに，柏駅

よりも北東側の地域（花野井，松葉町，根戸及び布施で３割以上を構成）からの

来院患者が多いことが分かります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【柏市の災害対応医療機関】  



 

 【柏市の災害医療対応医療機関】  

 柏市内における災害医療対応医療機関の配置状況をみると，市立柏病院が柏市

北東部をカバーする役割を担うことになっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【柏市の災害医療対応医療機関】


